
－ 1－
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いわき市社協だより

～“誰もが住み慣れた地域で安全で安心して　　　　　　　
　　　暮らし続けることができる地域社会”を目指して～ 第 103 号

“誰もが住み慣れた地域で安全で安心して

　暮らし続けることができる地域社会”を目指して
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
会
の
福
祉
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
、
人
々
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
地
域
に
お
い

て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
「
隣
人
が
ど
の
よ
う
な
人
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
多
く
見
受
け

ら
れ
、
自
殺
や
、
孤
独
死
な
ど
の
問
題
が
大
変
深

刻
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
で
は
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
人
同
士
が
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
今
も
団
体
、
個
人
に
よ
る
被
災
者

支
援
が
行
わ
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
が
訴
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。災
害
時
に
限
ら
ず
、

人
々
が
安
心
し
て
活
力
あ
る
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
今
、
私
た
ち
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
見

つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第
二
次
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
い
き
い
き
デ
イ
ク
ラ
ブ
事
業
や
子
育
て
サ
ロ
ン

事
業
等
の
地
域
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

更
に
本
年
度
も
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

者
の
生
活
復
興
に
向
け
、
生
活
支
援
相
談
員
を
中

心
に
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
支
援
を
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

会
員
会
費
を
活
動
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
福
祉

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
裾
野
（
す
そ
の
）

を
広
げ
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
に

ま
い
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
本

年
度
も
皆
さ
ま
の

特
段
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長　

強 

口　

暢 

子

～福祉のまちづくりにご協力を～

 【会員会費の種類】

 ●会　　員　        　  一口       500円

 ●特別会員        　 　 一口     2,000円

 ●企業会員　　　　　　一口　10,000円

 ●団体会員（法人施設） 一口　10,000円

平
成
23
年
度
の
会
員
会
費
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度 

社
会
福
祉
協
議
会
の

会
員
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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平成24年度の主な事業

 被災者生活支援事業 
●復興支援ボランティアセンターの運営
●生活支援相談員の配置
●いきいき交流サロンの実施

 地域福祉事業 

●小地域福祉活動の推進

●日常生活自立支援事業の実施

●福祉総合相談センター事業の実施

●車椅子同乗移送用自動車の貸し出し

●住民福祉懇談会の開催

●いきいきデイクラブ事業の実施

●ひとり暮らし高齢者等への緊急連絡カード

  配備事業の実施

●子育てサロン事業の実施

●地域子育て支援拠点事業の実施

●子育て支援情報誌配布事業の実施

●�在宅身体障がい者訪問入浴サービス事業の

　実施

●障がい福祉サービス事業（居宅介護事業）

　の実施

●社会福祉センター機能の充実

●福祉活動支援バス借上げ助成事業の実施

 ボランティア活動センター事業 

●ボランティア活動センター機能の強化

●児童・生徒向け体験プログラムの実施

●各種ボランティア講座の開催

●ボランティアスクールの実施

●ボランティア保険の加入促進

●ボランティア基金の運営

●いわき市ボランティア連絡協議会活動の支援

 共同募金運動の推進 

●赤い羽根共同募金運動の推進

●歳末たすけあい運動の推進

 福祉人材確保事業 

●福祉人材センター協力指定事業の実施

●福祉系大学・専門学校等の実習生の受け入れ

 各種資金貸付事業 

●生活資金・生活福祉資金の貸し付け

 介護保険事業 

●居宅介護支援事業の実施

●訪問入浴介護事業の実施

●訪問介護事業の実施

●介護予防訪問入浴介護事業の実施

●介護予防訪問介護事業の実施

平成24年度予算のあらまし

収入合計

506,361千円

支出合計

506,361千円

繰入金他 27,405千円

雑収入･受取利息
配当金収入
2,139千円

介護保険収入・
運営費収入
187,879千円

共同募金
配分金収入
52,551千円

助成金収入・
受託金収入・
負担金収入
103,890千円

経常経費
補助金収入
73,362千円

寄付金収入
3,800千円会費収入

51,828千円
訪問入浴
介護事業
66,312千円

居宅介護
支援事業
40,091千円

基金運営事業
2,094千円

資金貸付事業
51,909千円

地域子育て
支援拠点事業
3,560千円

いきいき
デイクラブ事業
41,885千円

障がい福祉サービス事業
278千円

福祉サービス
利用援助事業
2,199千円

居宅介護等事業
81,303千円

共同募金
配分金事業
61,950千円

ボランティア
活動推進事業
12,639千円

調査研究･企画広報･
連絡調整事業

2,313千円

法人運営事業
139,828千円

事業収入・
貸付事業等収入
3,507千円

新規
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ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 セ ン タ ー 通 信

私たちが生活支援相談員です!

６月１日現在

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
相
談
員
を
10
名
増
員
！

総
勢
25
名
体
制
で
支
援
を
行
い
ま
す
。

生活支援相談員の体制について

　平成23年度から15名体制で仮設住宅や

雇用促進住宅、借上げ住宅等で生活して

いる方々の支援を行ってきました。

　平成24年6月から、新たに市の委託を

受け、10名増員した25名体制とし、各地

区へ配置したことで、地域の皆さまや関

係機関との連携をいっそう強化し、支援

体制の充実を目指していきます。

＜ボランティア講演会＞

　ボランティア活動のきっかけづくりに

是非ふるってご参加ください。

実 施 日：平成24年7月31日（火）　

場　　所：いわき市社会福祉センター　

　　　　　5階大会議室

定　　員：150名

対　　象：ボランティアに関心のある方

講　　演：ボランティア

　　　　　～それは人間を成長させる～

講　　師：藤井　妙法 氏

　　（天台宗総本山比叡山延暦寺 僧侶）

締　　切：�平成24年7月26日（木）

申込方法：�氏名・年齢・性別・住所・電

話番号をご記入の上、郵送ま

たはＦＡＸ、Ｅメールにて申

込みください。なお、定員に

なり次第受付を終了します。

ボランティア活動センター

 お問い合わせ先 

ＴＥＬ：38-6631  ＦＡＸ：38-6632

メールアドレス：saigai-vc@iwaki-shakyo.com

　なお、復興支援ボランティアセンターに関する最

新情報は、ブログ･ツイッターに掲載しています。

ブ　ロ　グ：iwakisaigaivc.blog.fc2.com

ツイッター：twitter.com/iwakisaigaivc
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津波被災地域の高齢者の交流と健康づくり事業
（いきいき交流サロン）

詳しくは▶地域福祉課　23-3320まで！

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 セ ン タ ー 通 信
生活支援相談員を各地区に配置しました。連絡先は以下のとおりです。

地　　区 住　　所 電話番号 各地区の意気ごみ

平、四倉、久之浜・大
久、小川、川前地区

平字菱川町1番地3
※小名浜地区について
は、8月に移転予定

38-6631

やさしさと思いやりの心で接
します。

いつも笑顔でいつも“となり”に！小名浜地区

勿来、田人地区 錦町大島1(勿来支所内) 63-2111(内線5381)
あなたによりそう、すぐそこ
“なこそ”です。

常磐、遠野地区
常磐湯本町吹谷76
(常磐支所内)

43-2111(内線5522)
ゆっくりゆったり丁寧な対応
を目指します。

内郷、好間、三和地区 内郷高坂町四方木田191
(保健福祉センター内)

27-8707 あなたの声を受け止めます！

仮設住宅で行われた「木工教室」

　東日本大震災によって発生した津波により、被害を受けた地域の高齢者の方々が交

流できるサロンを開催し、健康づくりのための軽度な運動や各種相談を行っています！

具体的にはどんな活動をしているの？
　仮設住宅や雇用促進住宅、借上げ住宅等で生活している方の訪問

活動の他に、各地区で定期交流サロン、お茶会、イベント等を行っ

ております。

　定期交流サロンやイベントでは、親子で楽しむ「木工教室」や趣

味を生かした「絵手紙教室」、介護予防の「健康体操」、就職相談会

など、地域のボランティアの方々と協力しながら行っております。

だれが参加できるの？
　津波により甚大な被害を受けた地域に居住

している、または居住していた65歳以上の方

（平成25年3月31日までに65歳になる方を含む。）

いつ、どこで？
１.実施期間　平成25年3月まで　※毎月1回程度の参加

２.実施場所　いわき新舞子ハイツ

             いわきゆったり館

             勿来の関荘

３.参 加 費　昼食代（500円程度）のみ

※お住まいの近くまで、バス等で送迎を行います。

シルバーリハビリ体操の様子

（新舞子ハイツ）
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各地区協議会の取組み

　いわき市社会福祉協議会は、市内13地区（平、小

名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好間、

三和、田人、川前、久之浜・大久）に地区協議会を

設置し、「誰もが住み慣れた地域で、安全で安心し

て暮らし続けることができる地域社会」を基本理念

に、平成24年度も地域住民の福祉ニーズに合ったさ

まざまな事業を実施してまいりますので、皆さまの

ご協力とご支援をよろしくお願いいたします。

みなさんの地域でこんな活動をしています！
常 磐 地 区 協 議 会

内 郷 地 区 協 議 会

四 倉 地 区 協 議 会

遠 野 地 区 協 議 会

平 地 区 協 議 会

小 名 浜 地 区 協 議 会

勿 来 地 区 協 議 会

詳しくは、常磐地区協議会　☎43-2111㈹まで

詳しくは、内郷地区協議会　☎27-8707まで 詳しくは、平地区協議会　☎22-6441まで

詳しくは、四倉地区協議会　☎32-2114㈹まで 詳しくは、小名浜地区協議会　☎54-2111㈹まで

詳しくは、遠野地区協議会　☎89-2111㈹まで 詳しくは、勿来地区協議会　☎63-2111㈹まで

●湯～らり温泉めぐり

●高齢者スポーツ大会

●青少年福祉体験学習

●子育てサロン

●ボランティアの育成

●介護予防教室
（介護予防教室）

●防火deふれあう

●青少年福祉体験学習

●ボランティアスクール

●ちびっこママサロン

●地域ふれあい交流事業

●広報紙発行

●ボランティア育成講座・連絡会
（ボランティアスクール）

●障がい児余暇活動支援事業
●青少年福祉体験学習
●子育てサロン
●介護予防教室
●社協・民協合同研修会
●広報紙発行
●ボランティアの育成
●なかよしひろば

（障がい児余暇活動支援事業）

●高齢者ふれあいの集い
●小地域ふれあいサロン支援事業
●青少年福祉体験学習
●子育てサロン
●広報紙発行 
●介護講座
●介護予防教室
●ボランティア養成講座

（介護講座）

●介護者リフレッシュの集い
●青少年福祉体験学習
●子育てサロン
●社協・民協合同研修会
●介護予防教室
●介護教室　
●広報紙発行
●ボランティア連絡会

（社協・民協合同研修会）

●在宅介護者の集い

●高齢者宅友愛訪問

●青少年福祉体験学習

●子育てサロン

●介護講座

●ボランティアの育成
（青少年福祉体験学習）

●介護者リフレッシュの集い

●青少年福祉体験学習

●思春期健康講座

●子育てサロン

●介護予防教室

●ボランティア活動育成事業

●地域ふれあい交流事業
（地域ふれあい交流事業）
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田 人 地 区 協 議 会 小 川 地 区 協 議 会

詳しくは、田人地区協議会　☎69-2111㈹まで 詳しくは、小川地区協議会　☎83-1329㈹まで

●高齢者ふれあいの集い
●在宅介護者との交流事業
●夕食配食サービス事業
●介護講座
●施設訪問交流事業
●青少年福祉体験学習
●子育てサロン
●ボランティアの育成

（子育てサロン）

●高齢者ふれあいの集い
●ひとり暮らし高齢者宅友愛訪問
●いきいきサロン
●青少年福祉体験学習
●子育てサロン
●広報紙発行
●介護予防教室
●ボランティア育成講座

（子育てサロン）

川 前 地 区 協 議 会 好 間 地 区 協 議 会

詳しくは、川前地区協議会　☎84-2111㈹まで 詳しくは、好間地区協議会　☎36-2221㈹まで

●高齢者ふれあいの集い
●在宅介護者の集い
●地区敬老会
●みにミニデイサービス
●ふれ愛ゆうびん
●青少年福祉体験学習
●紅葉まつり・ゲートボール交流会
●ボランティアの育成

（みにミニデイサービス）

●高齢者ふれあいの集い

●青少年福祉体験学習

●子育てサロン

●介護予防教室

●広報紙発行

●ボランティア講座 （青少年福祉体験学習）

久之浜・大久地区協議会 三 和 地 区 協 議 会

詳しくは、久之浜・大久地区協議会　☎82-2111㈹まで 詳しくは、三和地区協議会　☎86-2111㈹まで

●高齢者ふれあいの集い
●在宅介護者支援事業
●夕食宅配サービス
●ひとり暮らし高齢者招待事業
●児童福祉スクール
●子育てサロン
●介護講座　　
●広報紙発行
●ボランティア研修会

（児童福祉スクール）

●高齢者ふれあいの集い
●介護者・ほっと一息食事支援
●青少年福祉体験学習
●キッズサロンin三和
●あすなろ年輪ピックスポーツ大会
●介護講座
●広報紙発行
●ボランティア研修会

（スポーツ大会）

車椅子同乗移送用自動車貸出事業
　いわき市に在住する自力で歩行が困難な方

の日常生活を支援するとともに、社会参加を

促進するため、車椅子同乗移送用自動車を無

料で貸し出しています。

※申込みの際は、運転免許証と印鑑をお持ちください。

◆申込方法
　申込用紙の記入（予約制）
◆利用できる地域
　原則としていわき市内
◆利用期間
　原則として１日以内

　このほど、川崎市から車椅子同乗移送用自動車と車椅子が

寄贈されました。

　今後、地域福祉事業の推進に使わせていただきます。

詳しくは、地域福祉課　☎23-3320（代）

あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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いわき市社協だより

～“誰もが住み慣れた地域で安全で安心して　　　　　　　
　　　暮らし続けることができる地域社会”を目指して～ 第 103 号

編集
後記

皆さまの声をお待ちしています!
　いわき市社会福祉協議会では、 市民の皆さまの声をお待ち

しています。 手紙、 電子メールでお気軽にお寄せください。 

住所：いわき市平字菱川町1番地の3（いわき市社会福祉センター内）

「いわき市社協だより」の作成経費として、皆さまからの寄付金・会員会費及び共同募金配分金を使用させていただいております。

ホ ー ム ペ ー ジwww.iwaki-shakyo.com  　
メールアドレスmaster＠iwaki-shakyo.com

いわき市社協
ホームページ

あたたかいご厚情ありがとうございます

 ポケット 鹿屋中央高等学校PTA 内郷地区民生児童委員協議会

(株)東京デザインセンター JA北魚沼川口きのこ部会 福岡市西区西陵校区社会福祉協議会

磐女六三会 (株)ネクスト情報はましん チャリティーティーシャツ協力一同

(財)福島県身体障がい者福祉会平支部 いわき市福祉機器推進協議会 (株)アド・リブ

小川支所市民課 益城町社会福祉協議会 (財)福島県老人クラブ連合会

いわき点訳グループ 福岡市西区社会福祉協議会 曹洞宗宗務庁職員共済会

性源寺　性源寺護持会 いわき勿来ライオンズクラブ 障がい者の明日を考える会

(有)杉山商店 子どもサポートネットワーク ストリートコーナーシンフォニー

(財)世界宗教者平和会議日本委員会 ぐんま学生ボランティアネットワーク 市川市社会福祉協議会

鹿島久保ゴルフ愛好会 NPO法人ユーアイやちよ 陽向寺

北九州市社会福祉協議会 (財)福島民報厚生文化事業団 あきる野市原小宮蕃椒地蔵尊

総合ギフトヨウコウ商会 塩屋崎グリーンクラブ 会津若松市ボラ連・大熊町ボラ連

前橋市社会福祉協議会 妙覚寺寒修行一同 有道会全国青壮年部会

自民党東京都連青年部青年局 諏訪町子供を守る会 茨城県祖門会

上町・横田南・横町行政区保健衛生委員 (社)江戸川北法人会青年部 茨城県有道会

廻田商工親交会 出水市社会福祉協議会 (株)リバーストーン

文教大学東日本復興支援学生本部 トヨタカローラ埼玉(株)八潮中央支店 福島県社会福祉協議会

TDC東日本大震災チャリティ・バザール
事業

宗基金福岡ソフトバンクホークス
川崎宗則

ボーイスカウトいわき第6団・
ボーイスカウトいわき第10団

田人おふくろの宿 (順不同、敬称は省略させていただきました。)

　 企業・団体（いわき市社会福祉協議会企業・団体会費を除く）平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

　今回の広報紙の編集にあたり、改めて、全国各地の皆さま

からたくさんのあたたかいご支援をいただいた事を実感しま

した。

　皆さまからの思いを、地域のニーズに合わせたよりよい活動

に大切に役立てていきたいと思います。広報作業委員　一同

　「福祉の職場で働きたい！」「資格取得方

法を知りたい！」そんな方はお気軽に福島

県福祉人材センターへご相談ください。

求職登録の受付や各種相談に応じます。
◆日　時：毎月第2水曜日
　　　　　※相談受付時間10:00 ～ 15:00
◆会　場：いわき市社会福祉センター
　　　　　（いわき市平菱川町1番地の3）
　　　　　※下記の位置図参照

　　　　 社会福祉法人福島県社会福祉協議会
　人材研修課　福祉人材センター　024-521-5662
　【http://www.fukushimakenshakyo.or.jp】

詳しくは

社 協 通 信
福祉の仕事を目指すあなたと
福祉の職場を結びます

　福島県福祉人材センターは、法律に基づく公的な機関で、

福祉の仕事を探している方と、人材を求めている福祉の職

場（社会福祉施設等）との橋渡しの役割を担っています。

福
祉
の
仕
事
相
談
会

－社会福祉協議会・ボランティア活動センターへのご寄付－


